
（2）
３１・４・２８

て
支
援
施
設
の
整
備
を
進
め
る

こ
と
。
⑵
健
康
寿
命
サ
ポ
ー
ト

住
宅
の
供
給
を
拡
充
す
る
こ

と
。
⑶
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
ス
ト
ッ

ク
の
活
用
に
当
た
っ
て
は
、
地

方
公
共
団
体
や
地
域
関
係
者
と

の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
住

民
の
意
見
を
丁
寧
に
聞
き
取
り

居
住
の
安
定
確
保
を
図
る
こ

と
。

◆

白
タ
ク
行
為
へ
の
さ
ら
な
る

対
策
強
化
を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政

府
に
対
し
、
市
民
の
安
全
に
責

任
を
持
つ
観
点
か
ら
、
次
の
事

項
に
つ
い
て
所
要
の
措
置
を
講

ず
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
。
⑴

白
タ
ク
行
為
に
該
当
す
る
よ
う

な
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
、
利
用
者

の
安
心
・
安
全
に
極
め
て
大
き

な
懸
念
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
改

正
タ
ク
シ
ー
特
措
法
の
意
義
を

損
な
う
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
た

め
、
十
分
慎
重
に
対
応
す
る
こ

と
。
⑵
道
路
運
送
法
違
反
で
あ

る
白
タ
ク
行
為
に
対
し
、
さ
ら

な
る
対
策
強
化
を
行
う
こ
と
。

◆

医
師
の
長
時
間
労
働
の
是
正

を
求
め
る
意
見
書

　

医
師
は
、
医
師
法
で
正
当
な

事
由
が
な
け
れ
ば
診
療
を
拒
め

な
い
と
い
う
「
応
召
義
務
」
、

人
の
命
を
守
る
と
い
う
特
殊
な

業
務
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
し
て

も
、
一
般
労
働
者
の
上
限
の
２

倍
も
の
残
業
時
間
を
、
そ
れ
も

重
要
な
地
域
医
療
を
担
う
医
師

に
認
め
る
こ
と
に
な
る
と
、
さ

ら
な
る
医
師
の
過
重
労
働
の
み

な
ら
ず
長
時
間
労
働
を
強
い
る

結
果
と
な
り
、医
師
の
過
労
死
、

過
労
自
殺
の
増
加
を
も
た
ら

す
。
ま
た
地
域
医
療
に
従
事
す

る
医
師
数
が
減
り
、
地
域
住
民

の
命
が
守
ら
れ
な
く
な
る
可
能

性
も
十
分
あ
る
。
よ
っ
て
、
本

市
議
会
は
、
国
会
及
び
政
府
に

対
し
、
過
労
死
、
過
労
自
殺
に

◆
委
任
専
決
事
項
の
指
定
に
つ

い
て
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契

約
に
係
る
契
約
の
金
額
の
変
更

で
、
そ
の
変
更
が
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
の
額
の
変
更
に
よ

る
も
の
を
加
え
る
も
の
で
す
。

◆
損
害
賠
償
請
求
事
件
に
係
る

訴
訟
上
の
和
解
に
つ
い
て

　

三
鷹
市
を
被
告
と
し
て
、
平

成
28
年
５
月
に
東
京
地
方
裁
判

所
立
川
支
部
に
提
起
さ
れ
た
損

害
賠
償
請
求
事
件
に
つ
い
て
、

平
成
31
年
２
月
に
裁
判
所
か
ら

和
解
勧
告
を
受
け
、
こ
れ
に
原

告
、
被
告
の
双
方
が
合
意
し
て

和
解
す
る
も
の
で
す
。

◆
平
成
31
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
予
算

◆
平
成
31
年
度
三
鷹
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
31
年
度
三
鷹
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
31
年
度
三
鷹
市
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
31
年
度
三
鷹
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
31
年
度
三
鷹
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

※
以
上
６
件
の
予
算
議
案
に
つ

い
て
は
３
面
に
関
連
記
事
掲
載

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
５
千
930
万
４
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
41
億
９
千
849

万
５
千
円
と
す
る
も
の
で
、
東

京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
の
補
正
予
算
に
合
わ
せ
て
増

額
を
行
う
も
の
で
す
。
歳
入
予

算
で
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

を
５
千
930
万
４
千
円
増
額
す
る

と
と
も
に
、
歳
出
の
広
域
連
合

納
付
金
を
５
千
930
万
４
千
円
増

額
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
特
別

会
計
で
は
、
歳
入
の
保
険
料
を

財
源
と
し
て
、
東
京
都
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
保
険
料

負
担
金
を
支
出
し
て
お
り
、
歳

入
に
あ
わ
せ
て
、
歳
出
の
増
額

を
行
う
も
の
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
８
千
301
万
９
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
177
億
１
千
865

万
８
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

補
正
の
内
容
は
、
歳
出
予
算
で

療
養
給
付
費
を
８
千
301
万
９
千

円
増
額
す
る
と
と
も
に
、
歳
入

予
算
で
都
支
出
金
を
８
千
301
万

９
千
円
増
額
す
る
も
の
で
す
。

財
政
運
営
の
都
道
府
県
単
位
化

に
伴
い
、
保
険
給
付
に
必
要
な

費
用
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
か

ら
全
額
交
付
さ
れ
ま
す
。

◆
平
成
30
年
度
三
鷹
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
５
千
561
万
２
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
128
億
８
千
134

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。
補
正

の
内
容
は
、
居
宅
支
援
サ
ー
ビ

ス
等
給
付
費
を
766
万
１
千
円
、

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
給
付
費

を
４
千
795
万
１
千
円
そ
れ
ぞ
れ

増
額
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ

は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
が
見

込
み
を
上
回
っ
た
こ
と
な
ど
に

よ
る
も
の
で
す
。

◆
平
成
30
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
15
億
263
万
７
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
707
億
２
千
828

万
４
千
円
と
す
る
と
と
も
に
、

繰
越
明
許
費
及
び
地
方
債
の
補

正
を
行
う
も
の
で
す
。
主
な
内

容
は
、
歳
出
予
算
で
は
、
職
員

人
件
費
そ
の
他
の
減
額
、
財
政

調
整
基
金
積
立
金
の
増
額
、
ま

ち
づ
く
り
施
設
整
備
基
金
積
立

金
の
増
額
、
庁
舎
等
建
設
基
金

積
立
金
の
増
額
、
健
康
福
祉
基

金
積
立
金
の
増
額
、
ふ
じ
み
衛

生
組
合
関
係
費
の
減
額
、
学
校

給
排
水
設
備
等
整
備
事
業
費
の

計
上
等
を
行
う
も
の
で
す
。
歳

入
予
算
で
は
、
個
人
市
民
税
及

び
法
人
市
民
税
の
増
額
、
学
校

施
設
環
境
改
善
交
付
金
及
び
公

立
学
校
施
設
ト
イ
レ
整
備
支
援

事
業
補
助
金
等
の
計
上
、
土
地

売
払
収
入
の
増
額
、
一
般
寄
附

金
・
総
務
費
寄
附
金
・
民
生
費

寄
附
金
・
衛
生
費
寄
附
金
・
土

木
費
寄
附
金
・
教
育
費
寄
附

金
・
消
防
費
寄
附
金
の
増
額
、

財
政
調
整
基
金
と
り
く
ず
し
収

入
の
減
額
、
前
年
度
繰
越
金
の

増
額
、
大
規
模
改
修
事
業
債
の

計
上
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
平
成
30
年
度
三
鷹
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

の
各
年
度
に
お
け
る
保
険
料
の

額
を
改
め
る
ほ
か
、
規
定
を
整

備
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
立
児
童
遊
園
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

北
野
あ
す
な
ろ
児
童
遊
園
の

公
園
用
地
を
返
還
す
る
こ
と
に

伴
い
、
当
該
児
童
遊
園
を
廃
止

す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
義
務
教
育
就
学
児
の

医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

義
務
教
育
就
学
児
の
医
療
費

の
助
成
に
つ
い
て
、
所
得
制
限

を
小
学
校
１
年
生
か
ら
６
年
生

ま
で
の
義
務
教
育
就
学
児
（
６

歳
に
達
す
る
日
の
翌
日
以
後
の

最
初
の
４
月
１
日
か
ら
12
歳
に

達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
）
を

養
育
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
撤

廃
す
る
ほ
か
、
規
定
を
整
備
す

る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
31
年
度
税
制
改
正
に
よ

り
、
低
所
得
者
に
対
す
る
国
民

健
康
保
険
税
の
軽
減
対
象
世
帯

が
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

◆
三
鷹
市
介
護
福
祉
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に

よ
る
低
所
得
者
の
保
険
料
の
軽

減
強
化
に
つ
い
て
、
消
費
税
率

引
き
上
げ
に
伴
い
更
な
る
軽
減

措
置
の
拡
充
等
を
行
う
た
め
、

平
成
31
年
度
及
び
平
成
32
年
度

つ
な
が
る
医
師
の
長
時
間
労
働

の
是
正
を
強
く
求
め
る
。

◆

水
道
事
業
民
営
化
に
係
る
参

議
院
附
帯
決
議
に
基
づ
い
た
適

切
な
対
応
を
求
め
る
意
見
書

　

水
は
国
民
に
と
っ
て
、
絶
対

に
必
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ

る
以
上
、
様
々
な
課
題
が
残
っ

た
ま
ま
民
営
化
が
進
め
ら
れ
る

こ
と
は
「
経
済
的
、
社
会
的
及

び
文
化
的
権
利
に
関
す
る
国
際

規
約
（
社
会
権
規
約
）
」
の
第

11
条
及
び
日
本
国
憲
法
第
25
条

（
生
存
権
）
が
脅
か
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
よ
っ
て
、
本
市
議

会
は
、
東
京
都
に
対
し
、
水
道

事
業
民
営
化
の
参
議
院
附
帯
決

議
に
基
づ
い
た
適
切
な
対
応
を

求
め
る
。

◆

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
を
進

め
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
と
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
求
め
る
意

見
書

　

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政

府
に
対
し
、
次
の
こ
と
を
強
く

要
望
す
る
。
⑴
介
護
職
員
の
離

職
率
が
依
然
と
し
て
高
く
常
態

化
し
て
い
る
現
状
を
直
視
し
、

介
護
職
員
の
処
遇
を
改
善
し
、

働
き
が
い
・
生
き
が
い
が
持
て

る
よ
う
に
し
、
人
材
確
保
と
離

職
防
止
を
促
進
す
る
具
体
の
施

策
を
講
ず
る
こ
と
。
⑵
介
護
職

員
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
は
、

処
遇
改
善
加
算
の
請
求
状
況
の

検
証
と
職
員
の
賃
金
に
適
正
に

反
映
さ
れ
る
こ
と
が
検
証
で
き

る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
。

⑶
介
護
職
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
経

験
及
び
資
格
・
研
修
に
対
応
す

る
職
務
と
適
正
な
賃
金
体
系
と

し
て
確
立
し
、
広
く
普
及
さ
せ

る
こ
と
。
⑷
訪
問
介
護
に
つ
い

て
、
生
活
援
助
の
み
サ
ー
ビ
ス

の
要
件
を
緩
和
し
、
サ
ー
ビ
ス

提
供
責
任
者
の
常
勤
要
件
を
緩

和
し
な
い
こ
と
。
⑸
介
護
給
付

の
適
正
化
事
業
に
つ
い
て
、「
適

正
化
」
に
名
を
か
り
た
給
付
抑

制
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
厳

格
な
運
用
を
す
る
こ
と
。
⑹
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能

強
化
の
た
め
に
財
源
保
障
を
拡

充
す
る
こ
と
。

◆

野
田
市
Ｄ
Ｖ
・
虐
待
事
件
の

再
発
防
止
を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政

府
に
対
し
、
野
田
市
Ｄ
Ｖ
・
虐

待
事
件
の
よ
う
な
痛
ま
し
い
事

件
が
二
度
と
起
き
な
い
よ
う
、

次
の
事
項
を
強
く
求
め
る
。
⑴

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
Ｄ

Ｖ
相
談
員
な
ど
専
門
性
の
必
要

な
業
務
の
多
く
は
、
非
正
規
公

務
員
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い

る
。
不
安
定
な
「
会
計
年
度
任

用
職
員
」
制
度
に
よ
る
の
で
は

な
く
、
一
線
で
児
童
虐
待
や
Ｄ

Ｖ
被
害
者
の
支
援
に
当
た
る
非

正
規
公
務
員
が
支
援
に
集
中
で

き
る
安
定
雇
用
と
待
遇
改
善
を

図
る
こ
と
。
⑵
学
校
が
、
Ｄ
Ｖ

発
見
の
場
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
、
教
職
員
が
Ｄ
Ｖ
研
修
な

ど
を
余
裕
を
持
っ
て
受
け
る
た

め
に
は
、
教
員
の
多
忙
化
を
是

正
す
る
必
要
が
あ
る
。
教
員
の

仕
事
量
に
見
合
っ
た
人
員
の
充

実
と
、
そ
の
た
め
の
予
算
措
置

を
す
る
こ
と
。
あ
わ
せ
て
、
非

正
規
教
員
の
正
職
員
化
も
含

め
、
教
員
の
働
き
方
と
待
遇
の

改
善
を
す
る
こ
と
。
⑶
少
子
高

齢
化
や
貧
困
化
の
中
で
公
務
サ

ー
ビ
ス
の
需
要
は
増
大
し
て
い

る
が
、
福
祉
や
教
育
、
男
女
平

等
を
初
め
と
す
る
生
活
関
連
の

公
務
サ
ー
ビ
ス
予
算
は
縮
小
傾

向
を
た
ど
っ
て
き
て
い
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
現
場
で
の
職
員
の
疲

弊
は
著
し
い
。
生
命
を
守
る
住

居
や
雇
用
、
被
害
者
支
援
な

ど
、
最
も
重
要
か
つ
必
須
の
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
第
一
線
に
立
つ

各
種
相
談
員
の
拡
充
、
及
び
育

成
、
強
化
を
図
る
こ
と
。

第
１
回
定
例
会

可
決
し
た
議
案

市
長
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

条
　
例

補
正
予
算

そ
の
他

委
任
専
決
事
項
の
指
定

意
見
書（
要
旨
）

当
初
予
算

◆

妊
婦
が
安
心
で
き
る
医
療
提

供
体
制
の
充
実
と
健
康
管
理
の

推
進
を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、政
府
に
対
し
、

妊
婦
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
体
制
の
構
築
の
た
め
、

次
の
事
項
を
求
め
る
。
⑴
医
療

現
場
に
お
い
て
、
妊
婦
が
安
心

し
て
外
来
診
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、特
有
の
合
併
症
や
疾
患
、

投
薬
の
注
意
な
ど
に
つ
い
て
、

医
師
の
教
育
や
研
修
の
体
制
を

整
備
す
る
こ
と
。
⑵
保
健
や
予

防
の
観
点
を
含
め
、
妊
婦
自
身

が
、
特
有
の
合
併
症
や
疾
患
、

投
薬
の
注
意
な
ど
に
つ
い
て
、

あ
ら
か
じ
め
知
識
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

⑶
妊
婦
加
算
の
見
直
し
に
当
た

っ
て
は
、
妊
婦
が
加
算
分
を
自

己
負
担
す
る
こ
と
の
影
響
に
も

十
分
配
慮
し
つ
つ
、
開
か
れ
た

国
民
的
議
論
を
行
う
こ
と
。

◆
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の

活
用
を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、政
府
に
対
し
、

Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
団
地
に
お
い

て
、
多
様
な
世
代
が
生
き
生
き

と
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
住
ま
い

と
ま
ち
と
な
る
よ
う
、
次
の
事

項
を
求
め
る
。
⑴
団
地
機
能
の

多
様
化
に
伴
い
高
齢
者
や
子
育

牟礼老人保健施設はなかいどう

◆
平
成
30
年
度
三
鷹
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）


